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ガバナー月信
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今月の特別月間

母子の健康月間

（心一つに）



　＜作者 山内壮夫（1956年）＞これは戦後の復興記念ともいうべきモニュメントで商工会議所が基金を集めて建立した。いかにもモダニス
ティックなデザインの記念像だが男女がスコップを持っているところやスコップの柄が植物となって若葉を出しているところなど、産業都市・宇
部市らしい。しかし、同時にこの頃の宇部市は日本でも名高い煤塵の降る町で、彫刻展のきっかけとなった緑化運動や花いっぱいの市民運動が
芽生えるきっかけとなった。（宇部市HPより）
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ご挨拶

国際ロータリー第2710地区 2026-27年度 ガバナー 脇　和也

【今月の表紙】

Governor's Monthly Letter

　「和と絆」　With One Heart（心一つに）。私のガバ
ナーとしての信条です。２０２６年７月から国際ロータリー
２７１０地区のガバナーを務めます脇和也です。どうかよろ
しくお願いします。
ロータリー活動の基本はいうまでもなくクラブです。そして
どのクラブにも親睦で培った仲間との和と、奉仕を通じて生
まれた地域との絆があります。その二つをクラブの大切な宝
として磨き上げ、会員が一致団結、心を合わせて行動する。
そのことで奉仕活動はさらに実りのあるものとなり、活動の
活発化が地域のロータリー活動への理解を深め、それが新た
な仲間を増やすことにつながります。仲間が増えればもっと
和と絆が大きくなり、奉仕活動が盛んになります。そんな好
循環が地区全体に広がっていけばー。信条にそんな願いを込
めました。
　２０２６～２７年度の国際ロータリーのオラインカ・ハ
キーム・ババロラ会長の世界のロータリアンに向けたメッ
セージは「持続可能なインパクトを生み出そう」。インパク
トとは「よい変化」を意味します。つまり持続可能な良い変
化を地域で、世界で、そして自分自身の中で生み出すことを
目指そうというわけです。でも何がよい変化？と考える人も
あるでしょう。
　私は思います。既にやっているじゃないですかと。地区内
のクラブではさまざまな社会奉仕活動が展開されています。
そのように今やっていることを拡大すること、それが会長
メッセージの実現につながると思います。
　そのためにババロラ会長は「自分自身やクラブを変える」
必要を強調しています。ここでいう「変える」とは「ベスト
を超える」ことを意味します。つまり現状に甘んじることな

くさらに一歩前進すること。その努力を惜しまない。それが
求められています。
　私はそのための方法としてぜひやっていただきたいのが自
分のクラブの魅力の再発見です。地区には７１のクラブあり
ます。そして７１種類の活動があります。同じものは二つと
ありません。それぞれがクラブ独自の個性を発揮した活動で
す。これはうちの売り！というものを一つでいいから選んで
みてください。その上でそれをステップアップさせる。つま
り「ベストを超える」ために改めてクラブ一丸となり話し合
い、知恵を絞り、行動して持続可能なインパクトへとつない
でいってください。
　「他人のことを思いやり、他人のために尽くすこと」
奉仕の理念をクラブに、地域に、そして自分自身の中で広げ
ていこうではありませんか。どうかみなさん、一年間よろし
くお願いします。

■ 経  歴

宇部ロータリークラブ
１９５２年１２月９日
新聞発行
明治大学政治経済学部卒
１９７５年４月　（株）宇部時報社入社
２００４年３月　（株）宇部日報社代表取締役専務
２００９年４月　　　　〃　　　　　　　　　社長
２０２３年４月　　　　〃　　　　　　取締役会長
宇部商工会議所常議員、宇部市市史編纂委員長、
宇部ユネスコ協会顧問
１９９７年３月２７日　宇部ロータリークラブ入会
２００４～０５年度　　　　　〃　　　　　　幹事
２００８～０９年度　　　　　〃　　　　　　会長
２０１３～１４年度　　グループ２ガバナー補佐
２０１５～１６年度　　ガバナー月信編集長

メジャードナー、PHS、PHF、米山功労者

［所属クラブ］
［ 生 年 月 日 ］
［ 職 業 分 類 ］
［ 学 　 歴 ］
［ 職 　 歴 ］

［ 主 な 公 職 ］

［ロータリー歴］
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　親愛なるロータリーの友人にメッセージを送ります。それ
は「CREATE LASTING IMPACT」（持続可能なインパクトを
生み出そう）です。
　私は１０代でローターアクターとして活動を始めました。
恵まれた環境で育ち良い教育を受けましたが、ローターアク
ターとなってからは別の視点で世界を見ることができるよう
になりました。なかでも取り組んだ識字プロジェクトが私を
変えました。そのプロジェクトは人びとの教育へのアクセス
を拡大することに成功しました。そしてその時、私は持続可
能なインパクトというものを知りました。
持続可能なインパクトを生み出す方法としては世界的にはポ
リオ根絶の約束を果たすこと、そしてロータリー平和セン
ターの恩恵を最大限活かすことです。
　一方、クラブと地区ではより多くの人を迎え入れることで
す。具体的には２０３０年度の会員増強の目標達成を意味し
ます。ロータリーにはもっと多くの会員が必要です。３０
年までにロータリアンを１２５万人、ローターアクターを
１２万５千人にする会員増強目標を掲げています。
それにあわせて地区とクラブは過去５～７年を振り返ってく
ださい。会員数が最高を記録した年はいつでしたか？その年
度が分かったら、その最高記録を超えていただきたいので
す。
　クラブのなかには若い人の意見が尊重されなかったり、背
景が異なる人が歓迎されなかったりします。しかし、それで
は入会の見込みのある人を入会前に失ってしまいます。
私自身、ローターアクターとしてロータリーに入会しようと
して抵抗を受けました。ある日、ロータリークラブの昼食会
に出かけて入会の希望を伝えたところ、そのクラブの会長は
若い私を見て「何という厚かましさだ！ただ入会できるわけ
はないだろう。招待が必要だ」と言いました。
　そこで私はあきらめずにいいました。「子どもが親の家に
入るのに招待が必要とは知りませんでした」と。しばしの沈

黙の後である会員が「インカ、君を歓迎するよ」と言ってく
れ、私はロータリアンになることができました。
　自分を変えられれば、クラブと地区を変えられます。地区
を変えられれば、地域社会を変えられます。地域社会を変え
られれば、世界で、地域社会で、自分自身の中で持続可能な
インパクトを生み出すことができるのです。クラブのリー
ダーの皆さんはまず自分を変えることを考えてみて下さい。

（２０２６年国際協議会スピーチより脇ガバナー抜粋）

オラインカ・ハキーム・ババロラ2026-27年度国際ロータリー会長

2026-27年度RI会長メッセージ
CREAT LASTING IMPACT

（持続可能なインパクトを生み出そう）
トランス・アマディRC（ナイジェリア・リバーズ州）

■ 経  歴
　1988年に大学で工学の学位を取得。シェルPLCで要職を歴任する
など、石油・ガス業界で25年間勤務し、4大陸でプロジェクトを実施。 
リビエラ・テクニカル・サービス社（石油・ガスインフラ供給会社）と
リード・アンド・チェンジ・コンサルティング社（管理職コーチングと組織
業績アドバイザーグループ）の2社を設立。
　ババロラ氏が所属する専門職団体には、ナイジェリア技術者協会、
ナイジェリア安全専門家協会、変革管理専門家協会などがある。経済・
社会政策について政府に意見を提供する、故郷イバダン市の組織
「ジェリコ・ビジネスメン・クラブ」のメンバーとなっている。
　ローターアクターとして10年間活動し、1994年からはトランス・ア
マディ・ロータリークラブの会員。2011-12年度に地区ガバナー、
2018-20年度にRI理事、2019-20年度に副会長を務めた。2017-23
年度にEnd Polio Now：歴史をつくるカウントダウンキャンペーン委
員会（2017-20年度副委員長）、2013年～現在はナイジェリア・ポリ
オプラス委員会（2016年～現在アドバイザー）での役職を歴任。
　妻プレバさんと共にポート・ハーコート市に在住。冠名基金とアー
チ・クランフ・ソサエティを通じてロータリー財団を支援。シェルター
ボックスUKの評議員としてボランティア活動も行っている。ポリオの
ない世界のための地域奉仕賞、RI超我の奉仕賞、ロータリー財団功労
表彰状を受賞。
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　脇年度の開始にあたり、地区ラーニングファシリテーターを拝
命いたしました、徳山ロータリークラブの石川良興です。
　今年度より、PETSは「PELS（President-Elect Learning 
Seminar）」へ、地区研修・協議会は「クラブ・リーダーシッ
プ・ラーニングセミナー」へと名称が変わりました。
これは、RIの研修概念がTraining（訓練）からLearning（学習）
へと大きく転換したことを示しています。
　私の役割も「研修リーダー」から「ファシリテーター」へと変
わり、会員の皆さまの学びを促進する立場となりました。トレー
ニングは知識やスキルを一方向で教えることを指しますが、ファ
シリテーションとは思索を喚起し、協力を促し、学びを深めるた
めの支援です。
■クラブ・リーダーシップ・ラーニングの重要性
　各クラブの会長・委員長の皆さまは、クラブ・リーダーシッ
プ・ラーニングセミナーを通じて最新情報を得られ、さらにMy 
Rotaryのラーニングセンターで必要な項目を受講されたことで
しょう。その結果、責務への理解が深まり、新年度に向けた積極
的なクラブ運営への準備が整ったことと思います。
　また、RI会長テーマが「テーマ」から「メッセージ」へと変わ
り、クラブではビジョンとそれに基づく行動計画の策定、行動計
画推進会議や戦略計画委員会の設置が進んでいます。ロータリー
は今、大きな変革期にあります。
■ラーニングファシリテーターの役割
　クラブ・ラーニングファシリテーターは、会員がクラブや地区
のリーダーとなるためのスキルを磨く手助けをします。ディス
カッションを通じて知識を深め、経験を共有し、学びを導く役割
です。
　主な責務は以下の通りです。
　１新会員向けオリエンテーションの実施
　２地区ラーニング行事への参加意欲の向上
　３地区ラーニング委員会と協力したクラブのラーニング計画　
　　の策定
　４会員がスキルを身につけるためのラーニング機会の創出
　５クラブ理事会と協力し、会員のラーニングニーズを満たす
　６会員満足度の向上
■「クラブでの体験」を構成する５つの要素
　ロータリーの調査では、会員満足度を高める最も重要な要素は
「クラブでの体験」であると示されています。その要素は次の５
つです。
１�例会での楽しみ：会員が楽しみ、クラブの一員として参加し、

貢献できている、帰属意識を持てると感じていること。

２�クラブリーダーへの信頼：クラブで意見が述べられること。　
クラブリーダーが自分に耳を傾けてくれていると会員が感じて
いること。リーダーがクラブのために最善の決断をしてくれる
と信頼していること。

３�個人的成長の機会：自分のスキルを伸ばし、成長する機会がク
ラブとロータリーにあると会員が感じていること。

４�つながり：ロータリーを通じて貴重な人間関係を築けたと会員
が感じていること。

５�有意義な奉仕：クラブの奉仕活動が世界と地域社会に変化をも
たらしていると会員が感じていること。

　クラブ役職者として、これらの要素をどう高めるかを考えるこ
とが、クラブ活性化の鍵となります。
■行動計画
　クラブや地区の目標とビジョン『私たちは、世界で、地域社会
で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むために、
人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています。』
そして四つの優先事項
１�より大きなインパクトをもたらす：地域社会のニーズを反映し

た、より効果的な奉仕プロジェクトを立案する。
２�参加者の基盤を広げる：これまで協力したことのない団体や  

地元のリーダーと協力する。
３�参加者の積極的な参加を広げる：クラブの活動に貢献している

と全会員が感じ、全会員が意見や提案を述べたり、積極的に参
加したりできると感じられるようにする。

４�適応力を高める：クラブが会員や入会候補者のニーズに応えら
れるように、どのような活動を継続・開始・中止すべきかを会
員に尋ねる。

　これらを柱として作成し、その達成に向けて行動するには戦略
計画が必要となります。
■会員増強と戦略計画
　戦略計画の中でも、会員増強は喫緊の課題です。会員数は
２０２６年１月末で１,１５３,４６４人、前年より２,４４８人減
少しています。RIは２０３０年までに１２５万人を目標に掲げて
います。「退会は仕方がない」で終わらせず、心が離れる前に手
を差し伸べる姿勢が求められます。
　また、ロータリーは1年単位の計画から3カ年の戦略計画へと
移行しつつあります。継続性を持たせ、永続的な変化を生み出す
ための取り組みです。
　会長はロータリー・セントラルでクラブ目標を設定しますが、
その際には３カ年計画を土台とすることが重要です。クラブ優秀
賞の取得も、ぜひ目指してください。

国際ロータリー第2710地区
2026-27年度地区ラーニングファシリテーター 石川　良興

（徳山 RC）

地区ラーニングファシリテーター挨拶
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　脇和也ガバナーが、新たな年度をスタートされますこと、
心よりお祝い申し上げます。
　近年、国際ロータリー（RI）は継続性を重要視していま
す。そして、ロータリーのビジョン声明をクラブに浸透させ
るために、昨年度、従来のRI会長テーマを廃止し、「よいこ
とのために手を取り合おう」、続いて今年度は「持続可能な
インパクトを生み出そう」というメッセージを、我々に呼び
かけました。
　とはいえ、これまでの単年度制、つまり毎年、会長ほか役
員・理事・委員会構成が変わることにより、会員がロータ
リーを理解し、学び、成長する――これを否定するものでは
ありません。

　ロータリーは、会員の「クラブでの体験」、そして「帰属
意識の向上」を大切にしています。会員一人ひとりがクラブ
を好きになり、楽しむことによって、クラブはさらに成長す
るのです。
　脇ガバナーは、ご自身の信条を「和と絆～With One Heart
～（心ひとつに）」とされました。ロータリアンの皆さんに
は、個人として、そしてクラブとして、人々の心に響く長期
的な良い変化を生み出すために、これからもロータリーを楽
しんでいただきたいと思います。

作村　良一国際ロータリー第2710地区 2026-27年度 代表幹事

地区代表幹事挨拶

直前ガバナー挨拶

国際ロータリー第2710地区 2025-26年度ガバナー 土肥　慎二郎

　約２年前、２０２６−２７年度第２７１０地区ガバナーに

脇和也氏が選任された際、高校の先輩として、これまで幾度

もご指導を賜ってきたご縁から、何かお役に立てればとの思

いを抱いておりました。そうした中、このたび地区代表幹事

を拝命し、身の引き締まる思いでございます。

　以来、各地のパストガバナー訪問やガバナー補佐会議、地

区ラーニングセミナー等に参加し、理解を深めてまいりまし

た。５月からはガバナーエレクトを囲む会を経て、７月より

各クラブ公式訪問が始まります。

　今後は各クラブとの連携を大切に、ご指導ご鞭撻を賜りな

がら、事務局の皆様のご協力も得て、地区の結束と発展に寄

与できるよう努めてまいります。ロータリーの理念「超我の

奉仕」のもと、ガバナーを補佐し、円滑な地区運営に誠心誠

意取り組む所存です。

　末筆ながら、各クラブのさらなるご発展を祈念申し上げ、

ご挨拶といたします。何卒よろしくお願い申し上げます。
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　おかしな表現ですが「年下の兄貴」というのが土肥

慎二郎直前ガバナーに接する時にいつも思ってきたこ

とです。私より一回り年齢は若いけれど、その発言や

綴る文章、また多くのロータリアンと接する時の笑顔

など土肥さんからバトンを受け取る見習いの身として

よきお手本があったのは幸いなことでした。

　また革新的でもありました。象徴するのがガバナー

月信でしょう。それまでのデザインへの拘泥はありま

せん。毎号、自らの似顔絵を表紙に使うという試みは

斬新に映りました。また挨拶分も従来とは違っていま

した。ガバナーとしてロータリアンにロータリーの本

質的なテーマを分かりやすく解説されました。初号か

ら最後の１３号までそれが一貫していたのは見事でし

た。

　とにかく１年間、忙しいのがガバナーです。またそ

れだけタフであることが条件になります。地区内全て

のクラブへの公式訪問はじめ、地区大会開催、各委員

会への出席などなど、息つく暇もない日々の中での下

関 海 峡 マ ラ ソ ン ４ ２.１ ９ ５ キ ロ の 完 走 は 到 底 真 似 で

きるものではありません。

真似できないと言えばお酒もしかり。ガバナーは時に

「飲んでなんぼ」と感じるほど酒席を数こなすことも

重要な役割です。それを十二分に消化し、しかも飲め

ば飲むほど人を会話の和に巻き込む人間性は、やはり

私にとって「年下の兄貴」的存在でした。

　一方、ガバナーの役割は周囲の仲間があって初めて

成立します。所属される東広島２１は地区内でも人数

が限られた少数クラブの一つですが、奥谷求代表幹事

をはじめ地区の委員会の皆様が立派に仕事を成し遂げ

られたのも強い結束あってのことでした。皆さんの温

かい協力と支援があってのことだと思います。その成

果は地区大会や年間を通じた委員会活動の成果に確認

することができています。

　少数クラブにはガバナーを出すことは無理という従

来の常識を覆したのも、土肥ガバナー年度の大きな置

き 土 産 と い え ま し ょ う 。 ガ バ ナ ー 卒 業 は パ ス ト ガ ナ

バー入門を意味します。これからも地区のため、日本

のロータリー、世界のロータリーのために活躍される

ことを期待しています。

国際ロータリー第2710地区 2026-27年度 ガバナー 脇　和也

土肥慎二郎前ガバナー・
地区役員の皆さんへのお礼
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委員長
委員
委員

井内 康輝
上田 文雄
土肥 慎二郎

地区拡大委員会

委員長
委員
委員
委員
委員
委員
委員 事務局運営規定による

吉原 久司
藤中 秀幸
土肥 慎二郎
脇 和也
小根森 直子
齊藤 昌昭

地区事務局運営委員会

委員長 上田 文雄
国際大会推進委員会

委員長
委員
委員
委員

上田 文雄
脇 和也
土肥 慎二郎
小根森 直子

地区表彰 選考委員会

委員長 小西 直人　　福山東
RLI委員会

会計長 金子 準二　　宇部
地区会計

地区ラーニングファシリテーター
石川 良興

地区会計監査
藤中 秀幸

委員長
副委員長

石川 良興
古谷 博司　　宇部

地区ラーニング委員会

カウンセラー 東 良輝
金子 準二　②宇部
圓道 健二　①三次中央
織田 真澄　③東広島21

地区財務委員会

PELS
地区チームラーニングセミナー
クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー

代表幹事
副代表幹事
会計長
地区幹事
地区幹事
地区幹事
地区幹事
地区幹事
地区幹事
地区幹事
地区幹事
地区幹事
地区幹事
地区幹事
地区幹事
地区幹事
地区幹事
地区幹事
地区幹事

作村 良一 宇部
福田 信二 宇部
金子 準二 宇部
齋藤 博 宇部
大谷 英治 宇部
河音 篤昌 宇部
金子 法子 宇部
小川 伸策 宇部
西村 滋生 宇部
高井 信明 宇部
藤里 隆 宇部東
田村 秀治 宇部西
神吉 ゆかり 宇部
岡田 章 宇部
古谷 博司 宇部
平田 和幸 宇部
郷田 宏 宇部西
黒石 雅子 宇部西
谷川 涼子 宇部西

地区幹事

事務局長
事務局員
事務局員
事務局員
事務局員

神谷 晃 宇部
岡崎 由美
布施 美佐子
三原 生美
藤川 結子

地区事務局

編集委員長
副編集委員長

網本 昭輝 宇部西
松村 麻友 宇部

月信編集委員会

G1
G2
G3
G4
G5
G6
G7
G8
G9
G10
G11
G12

三宅 浩史 下関中央
金子 博巳 萩東
岡田 則夫 防府
松田 明 徳山セントラル
前田 宏行 岩国
廣川 裕 広島東
渡邊 英晶 広島廿日市
原 直樹 東広島21
中島 秀晴 尾道
松本 壮一郎 福山
下平 靖孝 福山西
新宅 冨士夫 三次

ガバナー補佐

72RC
IM

大会実行委員長
大会副実行委員長
大会幹事
大会副幹事
大会副幹事
大会副幹事
ホストクラブ
コホストクラブ

猪熊 哲彦 宇部
清水 昭彦 宇部
田中 敏夫 宇部
東谷 和夫 宇部
芥川 貴久爾 宇部
三浦 寛司 宇部西
宇部RC
宇部西RC　宇部東RC

地区大会実行委員会

カウンセラー　吉原 久司
（全般） 小川 伸策 ②宇部

中西 佳代子 ①三次中央
栁河 元木 ③東広島

会員増強委員会

西村 滋生 ②宇部
田丸 修 ①三次中央
登  道夫 ③呉東

ロータリー情報委員会
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グループGroup12グループGroup11グループGroup10

グループGroup9グループGroup8グループGroup7

グループGroup6グループGroup5グループGroup4

グループGroup3グループGroup2グループGroup1

新宅 冨士夫

三次RC

しんたく　　　ふ　　じ　　お

下平 靖孝

福山西
RC

しもひら　　　やすたか

松本 壮一郎

福山RC

まつもと　　　そ う い ち ろ う

中島 秀晴

尾道RC

なかじま　　　ひではる

原 直樹

東広島21
RC

はら　　　な お き

渡邊 英晶

広島
廿日市RC

わたなべ　　　ひであき

廣川 裕

広島東
RC

ひろかわ　　 ゆたか

前田 宏行

岩国RC

ま え だ 　 　ひろゆき

松田 明

徳山
セントラル
RC

ま つ だ 　 あきら

岡田 則夫

防府RC

お か だ 　 　の り お

金子 博巳

萩東RC

か ね こ 　 　ひ ろ み

三宅 浩史

下関中央
RC

み や け 　 　ひ ろ し

ガバナー補佐

2026-27年度
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国際ロータリー第2710地区
2027-28年度

交換留学生
募集!

一年間の海外留学を通じて国際理解と世界観を深めて
いく、高校生の交換留学プログラムです。
心身ともに健全で、ロータリーの国際親善大使として
ふさわしい青少年を募集します。

アメリカ、フランス、カナダ、北半球の国 （々イギリスを除く）

留学先

４～５名
募集人数

費用負担

※留学先のロータリークラブのご家族またはクラブに選ば
れたご家族が、あなたのホストファミリーとなって留学生
活を支援してくれます。原則として、３ヶ月～6ヶ月ごとに異
なる家族の一員となって、高校に通学したり、ロータリーク
ラブの行事に参加してもらいます。

往復航空運賃及び渡航手続き費用、保険料、出発前研修費用、予
防接種費用、若干の所持金等の諸費用は自己負担ですが、海外
における滞在費や学費は派遣先地区またはロータリークラブお
よび学校が負担します。詳しくは募集要項をご確認ください。

応募締切

推薦ロータリークラブを経由し2026年8月31日㈪必着で、国際
ロータリー第2710地区事務局へ応募していただきます。

選考方法

書類選考、面接（本人及び保護者）を行います。
※2026年10月18日㈰を予定

申込方法

当プログラムへの応募にはロータリークラブの推薦が必要です。
必要書類(①青少年交換派遣申込書 ②高等学校長推薦状 ③その
他要請のあった書類)を揃え、最寄りのロータリークラブに応募
したい旨をご連絡ください。ロータリークラブが見つからない場
合は国際ロータリー第2710地区青少年交換委員会まで必要書
類を準備のうえ、2026年６月30日㈫までに、ご相談ください。

面接終了後、推薦ロータリークラブより通知します。

合否発表

※合格の場合、出発までに数回の研修会に参加していただきます。
※緊急事態（災害や疾病拡大等）により、実施中止もしくは留学途中での早期帰国になること
がありますのでご了承ください。

詳細は地区ホームページを
｜ 　 　 　ご確認ください　　｜

希望に沿うように努力いたしますが、最終的にはロータリークラブで決定します。
2027年８月から約11ヶ月
留学期間

以下の資格と条件を満たしている方が対象です。
Ⓐ国際ロータリー第2710地区（広島県・山口県）内に居住、
且つその地区の高校に在学し、2009年４月２日から2011
年４月１日に生まれた心身ともに健康な者。
Ⓑ保護者の承認があり、且つ通学する学校長及び区域のロ
ータリークラブ会長の推薦が得られる者。
Ⓒ学業の成績が一定水準以上の者で、海外生活に積極的に
参加する意欲のある者。
Ⓓ応募資格は英検準2級以上(高２)または英検バンド
GP2‐1(高１)の者（英検 S-CBTも可）。

応募資格

第2710地区青少年交換プログラム 募集要項
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地区大会 前日

10月23日 金
■ 宇部72カントリークラブ・阿知須コース
　「記念ゴルフ大会」

地区大会 1日目

10月24日 土

地区大会 2日目

10月25日 日
■ 大会／宇部市渡辺翁記念会館

■ 大懇親会／宇部ゲートタワー
（旧宇部興産ビル）

● 本会議
● 記念講演

［プロフィール］
三重県出身。8歳の
時、姉の影響を受けバ
ドミントンを始める。
2001年の全国高校選
抜でシングルス準優
勝を果たす。三洋電機
入社後の2002年には
全日本総合バドミント
ン選手権シングルスで優勝。その後、ダブルスプ
レーヤーに転向し、北京オリンピックで5位入賞、
全日本総合バドミントン選手権では5連覇を達
成。2010年1月に現役を引退。現在は子供たちへ
の指導を中心にバドミントンを通じてスポーツの
楽しさを伝える活動を行っている。

国際ロータリー第2710地区
2026-27年度 ガバナー

脇　和也
わき　　　   かずや

ホストクラブ

コ・ホストクラブ

宇部ロータリークラブ
宇部西ロータリークラブ
宇部東ロータリークラブ

2026－27年度　国際ロータリー第2710地区

地区大会 in宇部
10月23日金
24日土
25日日

元バドミントン日本代表

小椋 久美子 氏

2710info@ube-rc.jp

■ 国際ホテル宇部

■ 宇部市文化会館

● 大会委員会
● RI会長代理歓迎晩餐会

● 会長・幹事会
● 基調講演：三浦 房紀 氏

国際ロータリー第 2710 地区 事務局
TEL:082-506-0055　FAX:082-263-2323　E-mail:info@ri2710.com　URL:hhtp://ri2710.com/

〒732-0822 広島市南区松原町 1-5 ホテルグランヴィア広島 6F


